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ヘイ・オン・ワイと古書の町運動

藤田弘夫

第一節古書の町とヘイ・オン・ワイの斬新さ

神保町は世界最大の古書店街となっている。神田神保町には、 160 店余

りの古書店が集まっている。東京には他にも早稲田大学や東京大学の周辺

にも古書店が集まっているが、神保町は古書店街の代名詞となっている。

外国ではロンドンのチャリングクロス、パリのカルチェラタン、北京の琉

璃廠などが、有名な古書店街となっている。また、ケンブリッジやオック

スフォードなど大学町にも、古書店が集まっている。古書店は大学の周辺

で発達した。こうした古書店街の概念を一新したのが、ヘイ・オン・ワイ

の出現である。

地方の田舎で古書店が成り立つことは、従来では想像できなかった。最

近でこそ、インターネットの発達で立地を選ばなくなったが、古書店は消

費者のいる大都市の学校の近くに集まるものであった。ヘイ・オン・ワイ

は鉄道も通っていないウエールズの片田舎にある。イングランドとの国境

からわずかにウエールズ側に入ったところにある。鉄道も通じていない田

園地帯に古書店が集積しているのであるO

ヘイの人口は 1500 人程度である。そこに教会が5箇所、食料品店が4軒、

新聞販売所が2箇所、郵便局が 1 箇所ある。ヘイには厳密な意味で、 100

年未満の家はないといわれている。ここまではウエールズにある普通の田

舎町とそれほどかわらない。しかしこの小さな集落に 30 軒ほどの古書店

が集中し 1200 万冊の蔵書があるといわれている。さらに 10 軒のアン

ティーク・ショップが集まっている。また、ヘイとその近郊には、 13 軒の

レストランと 100 軒ほどのパブ、ホテル、ゲストハウス、 B&Bがあり、

その内 34 軒は町の中心にある。

ヘイは「古書の聖地j として、古書店を核とする観光地となっている。
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へイの遠景

ヘイ・キャッスルとその前で野ざらしとなっているオネステイ・ブック

ショップはその象徴となっている。ヘイは 1 年を通じて、 多くの観光客で

にぎわっている 。 現在、ヘイのツーリスト・センターはウエールズで三番

目に多くの人が訪れるオフィスとな っている 。 フェスティバルともなると、

観光客が世界各地から殺到する 。 『ニューヨーク・タイムズ』によると、

ヘイ・フェスティバルは世界で一番大きな文学祭とな っ ている。フェス

ティパルの期間中、『ガーデイアンJ 紙などが後援した作家の朗読会、サ

イン会、コンサートなどが聞かれる 。

ヘイの古書による町づくりは世界中の注目を浴びることとなった。 1980

年代の後半以降ヘイをモデルに多くの古書による町が作られている 。 1990

年代の後半には、ヨーロッパの各地で、古書の町づくりが行なわれるように

なる 。 現在、ヨーロッパの主な古書の町を地図に落とすと次ページのよう

になる 。

古書の町づくりはヨーロッパからさらに北アメリカ、東南アジア、東ア

ジア、オーストラリアへと広がっている。インターナショナル・ブックタ

ウン・ネットワークも形成されている。ブッ クタウンによる町づくりは世

界に 40 箇所以上あるといわれている 。 そのモデルを提供しているのが、

ヘイである。では、古書の町ヘイ・オン・ワイはどのようにして形成され

たのであろうか。
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ヨー口ッパの古書の町の分布

1. ヘイ．オン．ワイ（Hay同on

ントン (Dalmellington) 4. ルデユ（Redu) 5. ダム（Damme) 6. ブレデ

フオ一ルト（Bredevoort) 7. ベシユレル（Becherel) 8. モントリイユ（Mon司

tolieu) 9. フオントノワ．ラ．ジ、ユ一ト（Fontenoy-la-Jofite) 10. キュイズリー

( Cuisery) 11. ラ・シャリテ・シュール・ロワール（La Charite-sur-Loire) 12. 

モンモリヨン（Montmorillon) 13. サン・ピエール・ド・クラージュ（Saint­

Pierre-de-Clages) 14. ヴィアンダン（Vianden) 15. ピュンスドルフ（Wtinsdorf)

16. ミュールベック（Mtihlbeck) 17. モンテッレッジョ（Montereggio) 18. フ

ジエランド（Fjaerland) 19. メレサ（Mellosa) 20. シスメ（Sysma) 21. ベ

テイクレベ（Votikvere) 22. ヴァリャドリッド（Valladlid) 23. ブライナヴオ

ン（Blaenavon) 24. セドパ一（Sedbergh) 25. トベデストラン（Tvedes仕組d)
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第二節 ブックタウンとしてのヘイ・オン・ワイの歴史

ヘイ・オン・ワイは 1500 人の人口の過半数がデイーヴィス姓であると

いわれている。一般に、古書店街というと、歴史的な土壌の上に発展した

イメージが強い。しかしヘイ・オン・ワイの古書店街は 1960 年代以降に

できた新しいものである。さらに古書店街が、リチヤード・ブースという

強烈な個性をもっ一人の人間のリーダーシップではじめられたことが、大

きな特徴となっている。

ブースの家の祖先はこの周辺の出身であった。リチヤードの両親はヘイ

にあった伯父の屋敷を買い戻しヘイに移り住むようになった。少年期を両

親とともにこの町で過ごしている。 19 世紀のヘイは 100 軒以上の店が軒を

連ねて、ブレコンとの聞に鉄道もあり 1 日 4往復していた。しかし 20 世紀

になると、へイは衰退への道をたどった。鉄道も廃止されてしまった。

1960 年代には、 20 世紀の初めに 35 軒あったパブが 11 軒に減っていた。そ

の後、 1960 年代のヘイはウエールズのどこにでもある田舎のジリ貧の市場

町だ、った。わずかに地元のチーズ、バター、卵などを売る土曜市の開催で

にぎわう程度であった。

リチヤード・ブースはオックスフォード大学卒業後、ヘイにやってきた。

しかしかれは「大きなところで小さな役をこなすより、小さなところで大

きな役を果たしたいj とする希望をもっていた。ブースは 14歳のときか

ら古書店に通うことを趣味としていたが、特別の古書好きというわけでも

なかったようである。ブースは 1962 年にヘイで旧消防署を 700 ポンドで購

入し、そこで古書店とアンティーク・ショップを開業する。 1960 年代の有

名なインドのダンサ一、ラムゴゃーパルの遺品を丸ごと購入する。高価なも

のはサザビーズやクリスティーズで売るが、残りをロンドンで展示会をひ

らくのではなく、ヘイ・オン・ワイの宣伝のためヘイで販売している。

ブースはその後、店を 2 軒、 3 軒と増やしていった。

ブースはヘイの人間を知るようになると、古書店に関心をもった住民に

古書店経営のノウハウを提供し、街の各地で古書店を聞かせた。ブースは
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ウエールズ、イングランド、スコットランドはもちろんヨーロッパ大陸や

アメリカに積極的に出かけて書籍を仕入れた。その際、かれはヘイ・オ

ン・ワイをブックタウンとして積極的に宣伝する。ヘイは 1960 年代の後

半から次第にブックタウンとして知られるようになる。ヘイは通称、

ウエールズ・マーチとかウエールズ・ボーダーラインなどと呼ばれる

ウエールズの停滞した地方の何の変哲もないひとつの町だ、ったが、古書店

でよみカfえるようになる。

ロンドンの古籍商の悩みは在庫管理である。ヘイはとても古本の需要が

あるとは思えなかったが、在庫のスペースの問題は解決されていた。ブー

スの古書店が話題となると他の書籍商もヘイに移り住んで来るようになっ

た。ブースはグリン・アルパン・ロパーツという観光局の優秀な広報担当

者と協力して、ヘイを古本の町としてマスコミに盛んに宣伝する。すると、

まもなく各国の新聞や雑誌が取り上げるようになった。かれは観光局と良

い関係を築いていった。

ブースは 1971 年に、ヘイの中心に立地するヘイ城を 1 万ポンドで購入

する。ヘイでは古書店の開業が相次ぐとともに古書店の集まる町として知

伝れるようになる。ヘイはウエールズの片田舎にある古書の町として、観

光客が押し寄せたのである。ヘイは 1976 年、固からアメリカの建国 200 年

を祝うために、 5 万ポンドを受け取る。祝賀会のプログラムは観光局と

ブースにまかされた。しかしその後、ブースはヘイのあり方をめぐって、

観光局と対立するようになる。かれは「ウエールズ観光局を廃止せよ」と

する冊子まで発行した。さらに、ブースは何かとかれの考えに対立する町

を非難するようになる。

しかし何といっても、ブースが住民を驚かせたのが、ヘイのイギリスか

らの独立準備であった。ヘイ議会は、議会がリチヤード・ブースの唱える

独立宣言にまったく関与していないこと、また、今後も関与する意思が無

いことを表明する。ブースは 1977 年 4 月 1 日を期してヘイの独立を宣言す

る。かれは書籍王として、友人、知人を公爵、子爵、騎士などに任命した。

ヘイの住民は独立騒ぎに非難ごうごうとなった。独立騒ぎは新聞、ラジオ、
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ヘイ・キャッスル

テレビなどマスコミに取りあげられ、大きな話題となった。かれはこれを

世界に宣伝する好機とばかり、ヘイのヨーロッパ経済共同体（EEC）から

の脱退も宣言した。

この年には、日本のテレビ局がヘイに取材でやってきている 。 兼高ロー

ズ（兼高かおる）を、リーダーとする旅行香組であった。ブースは彼女を

東京ローズと呼び公爵に任命する。日本の人気番組が放映されたこともあ

り、ヘイで日本人観光客を見かけるようになる。ブースは 1977 年、失火

で中世以来のヘイ城の大部分を焼失させている。かれは 1979 年には、兼

高ローズから番組 25 周年を記念して、東京に招待されている。かれは神

田神保町、丸善に行くが、東京を歩いていると黒い頭の人ばかりが目立っ

たと印象を語っている。

ブースは話題づくりにはこと欠かなかった。 ブースは 1983 年に、総選

挙に出馬するが、落選する 。 またかれの書店は放漫経営から破産宣告をう

ける。しかし古書の街づくりは、さらに大きな注目を浴びるようになる 。

1984 年元ジャーナリストのノエル・アンスロー（Noel Anselot）からベル

ギー南部のアルデンヌ高原にあるルデユの村を、第二の「古書の町」にす

る相談を受ける。ブースは全面的に協力を約束する。ブースの事業が行き

詰まる一方で、、ヘイの他の書店の経営は順調であった。ブースは 1989 年

にヘイ議会に出馬する 。 しかし 100 票もとれず落選している。かれはその
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本の王様 ・リチヤー ド ・ブース

ことをまた宣伝した。 ブースは 1998 年 4 月 4 日に、 皇帝に就任する。王政

は帝政となる 。

ブースはヘイで古書店を開業し活性化の契機を与えたけれども、住民と

の聞に車L瞭が絶えなかっ た。 かれは話題が豊富で、話していると面白い人

物である 。 しかしかれはエキセントリックな性格で、大言壮語して責任を

とらないと思われる よ うにな っていた。 その性格は、かれの商売にも表わ

れていた。 かれはまず古書を手当たり次第に仕入れるが、販売のことまで

考えていない。 このため何度か破産している 。 ヘイ ・ キャッスルやヘイ・

シネマも展開したが、 資金繰りが悪化し、フランシス・エドワード書店に

ヘイ・ シネマを売却せざるを得なくなる 。 フランシス ・ エドワード書店は

稀観本を扱い、ヘイのなかでもっとも有名な店となっている 。

では、ヘイの古書店街は現在、どのような立地状況なのだろうか。 ヘイ

で古書店業に直接従事している人は、 100 人程度である 。 ヘイの町中には

31 軒の古書店がある 。 次ページの図の 1 香か ら 31 番までである 。 32 番か

ら 34 番はカタログ販売 ・ オ ー クション・製本店などである 。 35 番か ら 38

番はブレコンやヘレフ ォ ードなど近隣の都市の書店である 。 38 の書店を具

体的に見てみよう 。
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1）チルドレン書店。すべての分野の児童図書が 15,000 冊以上揃っている 。 2)

ベッティ＆カ ル書店。養蜂に関する資料をあつかっている。 3）オックス

フォード書店。 すべての分野の良書を扱う。 4）ブロード・ストリート・ブック

センター。軍事 ・ スポーツから音楽・料理まですべての分野をあつかう 16 の部

門がある。ハンコック＆モンクス書店は音楽に関する書籍と CD、楽譜、フィル

ムをあつかっている。 5）ローズ書店。心理学や人間関係の書籍を扱う。 6）ア
ウトカスト書店。貴重な本や子どもの本で挿絵のある本をあっかう。 7）リ

チヤード・ブース書店。ファザードが目立った青い色の柱で飾られている。書

店の前に世界最大の書店と書いてある。地上 2 階、地下 l 階。 常時、あらゆる

分野の 40 万冊以上の本がある 。 8）ダヴイ ッ ドリー書店。貴重な古書、地図、

雑誌をあつかっている。 9）アデイマン書店。 2001 年にガーデイアン紙で書庫の

整理と従業員の親切な態度がほめられた。また、多数の書籍を購入している。

10）マーダー＆メイヘム書店。探偵小説、犯罪、ホラー小説などをあつかって
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いる。 11）ポエットリー書店。詩集、批評、伝記をあつかってる。 12）ライオ

ンストリート書店。雑誌、ポスター、写真などさまざまな資料をあつかってい

る。 13）マークウエストウッド書店。大型の古典書、学術書を扱っている。 14)

ケストレル書店＆ギャラリー。文学と美術書をあつかっている。 15）ザ・ブツ

クショップ。あらゆる分野の本 10 万冊がある。 16）ヘイ・オン・ワイ・ブック

セラー。新刊書も半分以下の値段であつかっている。 17）モストリーマップ・

コム。イギリスや外国の地図、地形図、植生図などをあつかっている。 18）ワ

イ・ギャラリー。サイン本や初版本をあつかっている。 19）アデイマン・ア

ネックス。古書評論紙で、有名なブックタウンの真珠と称えられた。 20）チル

ドレン書店 No.2 。児童書をあつかっている。 21）グリーンウェイズ・コーナー

書店。広い分野の書籍を 12,000 冊所蔵している。 22）ヘイ・キャッスル。建築、

映画、アメリカインデイアンについての古書、古写真、古地図を収集している。

23）キャッスル・ドライブ書店。あらゆる種類の現代の良書を保有。 24）バッ

クフォード書店。 20 世紀文学など広範にあっかう。ウエールズに関する本も多

い。 25）ブックエンズ。 1 ポンド以下の本を多く持っている。 26）ボーズ書店。

デイケンズの作品と 19 世紀の本。全集本。美装の書籍。 27）トムズレコード・

ショプ。 CD とくにジャズ、ロック、ケルト音楽は充実している。 28) c. アーデ

ン書店。自然史、ガーデニング、植物、鳥類、魚類などの分野をあつかう。 29)

ヘイ・シネマ書店。子供の本、スポーツ、社会科学、歴史、哲学、言語、経済、

健康、宗教、自然史の本まであらゆる分野の書籍 20 万冊がある。 2 階の一部が

フランシス・エドワーズ書店となっており、貴重書 1 万冊がある。 30) HCB 

ホールセール。卸売、返品、在庫 過剰在庫本をあっかう。 31）ヘイ・オン・

ワイ書店。卸売、返品、在庫 過剰在庫本をあつかう。 32）イ・ゲリ・オーク

ション。 33）ヘイ・バインダーズ。製本店。 34）ブラック・マウンテンズ・パ

インダリー。古書の製本。修理。 35）ストランド・ブックショップ。ヘイから 7

マイル離れたタルガースにある。朝食、昼食、アフターヌーン・テイの場所も

ある。 36）アンドリュー・モ一トン書店。ヘイから 15 マイル離れたブレコンに

ある。 10 万冊以上の蔵書をもっ。 37）ブックユニット。ブレコンにある。釣り、

スポーツ、登山、料理。 38）ニューストランド書店。ヘイから 8 マイルのヘレ

フォードにある。 3 万冊の蔵書があり地図、切手、葉書などをあつかっている。

第三節古書のまちと観光化

ヘイは戦後イギリスでもっとも成功したツーリズムのひとつといわれて

いる。とくに多くの外国人ツーリストをひきつけている。しかもヘイは

ウエールズのツーリスト機関や中部ウエールズ開発機構の援助をほとんど

得ないで、やってのけたのである。さらにヘイはそれをテレビ、ラジオ
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など主要な商業メディアにお金をかけないで達成している。

ヘイは観光学者のシートン（A. V. Seaton）によると、サステナブルな農

村ツーリズムの素晴らしいモデルとなっているという。それには、消防署、

映画館など既存施設を利用したこと。農村部はリスクが低いし安いこと。

インフラ費用が安く環境への負荷が低いこと。ツーリストの増大にすばや

く駐車場を拡大したこと。ヘイは外部資本を呼び込むことより、内発的発

展を重視したことなどが指摘されている。古書の町はアンティーク・

ショップ、レストラン、 B&B 、それに関連したサービス、写真、版画店、

色彩工芸など新しい産業を生み出した。

ブースがヘイで古書の町づくりをはじめて、 1984 年にルデユが第二の

ブックタウンになるまで、約 20 年聞かかっている。古書の町は 1990 年ま

でに、ベシュレル、モントリィユの 4 つに増えた。その後、ヨーロッパ、

アメリカ、アジアで古書の町は次々と生み出されていった。書籍には言語

の違いによる大きな制約がある。その点、音楽はこれを簡単に越えられる。

古書は新刊書よりもインターナショナルな世界となっているが、言語の違

いが大きなバリアとなっている。書籍が言語による限界を越える方法とし

て、翻訳、写真集、コミック化などがある。しかし翻訳には大きな経済的

負担がかかる。そこで、フランスは言葉の限界をコミックで超えようとし

ている。南部の都市ツールーズ、で、は、 6軒の古書店のうち 5 軒がコミック

を扱っている。ノルウェーのブックタウンでは、スカンデイナヴィア諸語

の本しか扱っていなかったが、最近は取り扱う本の言語を増やしている。

古書の町はブックタウンである以上に、観光の町である。書籍の販売か

ら得られる利益はわずかでしかない。ブックタウンにある書籍の値段は一

般に安いし、一度に大量の本の購入がなされるわけでもない。これに対し

て、ツーリストがレストランやホテルなどに使うお金は書籍の購入に使わ

れる費用よりはるかに大きい。もちろん、ブースは彼一流の日本人が、英

語の本の価値がわからないからと皮肉をいいながらも、日本の大学を相手

にかなりの利益を上げたと書いている。ヘイ・シネマのクームズによると、

日本人はアジア人でありながら、西洋の文化に関する書籍に興味をもつめ
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ずらしい存在で顧客となっているという。しかしヘイ・シネマのような大

規模な書店はブックタウンではむしろ例外である。

古書は過去 30 年間で、人口 1500 人の田舎町をもっとも有名な町にした。

しかしその経済を活性化しているのは実は、ツーリズムなのである。しか

し町は一般にカウンティの観光開発とは対立する立場をとることが多い。

何かとブースと対立する町の人たちも、大企業のヘイへの進出を阻止する

という点では、共通のスタンスをとっている。ブックタウンは経済的には

古書の町である以上に、観光の町なのである。
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